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第 6 章では，さらに高い一様性を得るために， x線による間接照射を行い，ペレット圧縮を観測し，
アプレーション圧力の比例員1 .及び一様化達成の効果を実験的に明らかにしている。
第 7 章は結論であって，以上の研究において得られた結果をまとめ，総括としている。
論文の審査結果の要旨
本論文は， レーザー核融合研究において，重要な因子である爆縮効率と爆縮の一様性に関する研究を
まとめたものである口
爆縮の一様性については，レーザー照射の一様性が大きく関与することを示し，吸収率，温度分布と
レーザー集光照射条件との関係を調べるとともに最適条件を求めている O さらにより高い一様性を得る
方法としてレーザープラズマからの X線による間接照射型爆縮を提案し，アプレーション圧力の比例則
を求め，実験的にその有効性を検証している口
以上のように，本論文はレーザー核融合におけるエネルギー吸収の基本過程を実験的に研究し，爆縮
の一様性を追求するとともに，その有効な方式として X線による間接照射爆縮を実現しすぐれた知見を
与えている。その成果はレーザー核融合研究の進歩に貢献すると乙ろ大である。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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